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結
制

 

 
 
法

戦
の

し
お

り
 

   

平
成
廿
八
年
三
月
廿
五
・
廿
六
日
謹
修

 



 
ご

 
挨

 
拶

 
 

こ
の

度
の

晋
山

結
制

行
持

に
あ

た
り

、
各

方
面

よ
り

多
く

の

ご
随

喜
、
ご

参
列

を
賜

り
、

勝
縁

を
結

ば
せ

て
い
た

だ
き

ま
し

た

こ
と

、
誠

に
感

激
に

堪
え

ま
せ

ん
。
 

 
こ

れ
も

偏
に

諸
役

の
諸

大
徳

各
位

、
教

区
並

び
に

ご
縁

を
い

た
だ

い
た

ご
寺

院
様

方
の

絶
大

な
る

ご
指

導
ご

協
力

の
賜

物
と

篤
く

感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
仏

教
は

、
今

か
ら

約
二

千
五

百
年

前
、

イ
ン

ド
で

お
釈

迦
様

に
よ

り
示

さ
れ

た
宗

教
で

あ
り

ま
す

。
 

 
今

回
の

晋
山

・
結

制
・
法

戦
式

と
い
う

行
持

の
中

に
も

お
釈

迦

様
の

時
代

か
ら

相
承

さ
れ

て
き

た
、

言
葉

で
は

表
現

で
き

な
い

ほ
ど

厳
し

く
、

そ
し

て
心

温
ま

る
師

匠
と

弟
子

の
関

係
を

感
じ

取
って

い
た

だ
け

る
と

思
い
ま

す
。
 

 
こ

の
度

の
慶

事
に

あ
わ

せ
て

、
本

堂
天

井
絵

の
修

復
と

濡
縁

工
事

な
ど

、
幾

つ
か

の
境

内
整

備
を

進
め

て
お

り
ま

す
。
 
 

 
開

創
以

来
四

百
三

十
年

も
の

歳
月

と
火

災
や

震
災

に
も

耐

え
、

檀
信

徒
の

皆
様

の
篤

い
信

仰
に

支
え

ら
れ

て
き

た
寺

宝
を

こ
れ

か
ら

も
大

切
に

受
継

い
で

い
く

と
と

も
に

、
晋

山
結

制
を

機

に
、

皆
様

方
と

の
ご

厚
誼

を
よ

り
一

層
深

め
、

地
域

と
と

も
に

歩
ん

で
ま

い
り

た
い
と

存
じ

ま
す

。
 
 

 
併

せ
て

檀
信

徒
各

家
並

び
に

十
方

有
縁

の
皆

様
の

限
り

な
い

福
寿

長
久

を
祈

念
致

し
ま

す
。
 

 
本

日
は

本
当

に
有

難
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

平
成

二
十

八
年

三
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二
十

六
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貞
昌

院
三

十
一

世
新

命
 

亀
野

哲
也

九
拝

 

   
ご

 
挨

 
拶

 
 

本
日

、
晋

山
結

制
行

持
が

無
事

に
挙

行
で

き
ま

す
こ

と
を

感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。
 

 
檀

家
と

い
た

し
ま

し
て

も
尊

い
仏

縁
に

よ
り

式
典

に
参

加
で

き
、

慶
び

を
共

に
で

き
ま

す
こ

と
は

ご
先

祖
様

の
ご

慈
愛

の
賜

で

あ
る

と
感

じ
ま

す
。
 

 
今

日
の

貞
昌

院
は

ご
寺

院
様

方
の

有
り

難
い

ご
協

力
に

よ
り

在
る

と
い
って

も
過

言
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 
こ

の
御

縁
を

大
切

に
し

、
更

な
る

隆
昌

の
為

に
檀

信
徒

一
同

力
を

合
わ

せ
て

山
門

護
持

の
思

い
を

新
た

に
し

て
お

り
ま

す
。
 

 
永

年
に

亘
る

仏
祖

の
ご

加
護

と
御

寺
院

様
方

、
檀

信
徒

の
皆

様
、
関

係
各

位
の

ご
協

力
に

感
謝

し
、
寺

門
の

興
隆

と
皆

様
方

の
御

多
幸

を
心

よ
り

お
祈

り
申

し
上

げ
ま

す
。
 

平
成

二
十

八
年

三
月

二
十

六
日

 
 

 
 

 
 

 
 

貞
昌

院
護

持
会

会
長

 
瀬

之
間

泰
男

合
掌

 

天
神

山
貞

昌
院

 
由

緒
縁

起
 

 
 

 
貞

昌
院

は
、

天
正

十
年

（
一

五
八

二
年

）
に

天
神

社
を

再
建

す
る

に
あ

た

り
、

領
主

上
杉

刑
部

大
輔

藤
原

乗
国

（
宅

間
藤

原
規

富
）
が

川
上

（
戸

塚
区

川
上

町
）
徳

翁
寺

の
第

四
世

住
職

 
明

堂
文

龍
大

和
尚

を
請

し
、

籠
森

（
＝

現
在

の
上

永
谷

駅
付

近
）
に

建
立

さ
れ

ま
し

た
。

以
来

、
当

院
が

天
神

社
の

別
当

寺
院

と
な

り
ま

し
た

。
 

 
そ

の
永

谷
天

満
宮

は
、

明
応

二
年

（
一

四
九

三
年

）
永

谷
に

居
城

し
て

い
た

領
主

上
杉

刑
部

大
輔

藤
原

乗
国

（
宅

間
藤

原
規

富
）
が

霊
夢

の
お

告
げ

に
よ

り
造

営
し

た
菅

原
道

真
公

の
尊

像
を

安
置

し
た

神
社

で
す

。
 

 
貞

昌
院

の
北

、
現

在
の

永
野

小
学

校
周

辺
の

字
名

を
「
伊

予
殿

根
」
と

い
い

ま
す

が
、

『
新

編
相

模
風

土
記

』
に

よ
れ

ば
「
昔

、
天

神
神

職
、

伊
予

と
い

う
も

の
居

住
せ

し
跡

な
れ

ば
此

の
称

あ
り

と
云

う
」
と

あ
り

、
藤

原
乗

国
の

城
跡

は

こ
こ

「伊
予

殿
根

（い
よ

ど
ね

）
」
で

あ
る

と
『日

本
城

郭
体

系
』
で

は
推

測
し

て
い

ま
す

。
 

 
こ

の
よ

う
に

藤
原

乗
国

の
子

、
憲

方
が

伊
予

を
名

乗
った

た
め

「
伊

予
殿

根
」

の
地

名
が

起
った

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

 
ま

た
、

『
日

本
城

郭
体

系
』
に

は
「
藤

原
乗

国
の

創
建

し
た

天
満

宮
と

貞
昌

院
の

丘
陵

地
は

、
周

辺
に

環
濠

を
残

し
、

頂
点

に
削

平
地

が
あ

って
城

郭
の

遺

構
を

残
し

て
お

り
、

宅
間

氏
に

関

係
す

る
武

将
の

居
館

で
あ

った
可

能
性

が
あ

る
」
と

し
て

い
る

と
こ

ろ

か
ら

、
宅

間
上

杉
氏

は
「
伊

予
殿

根
」
を

日
常

の
居

館
と

し
、

天
神

山
を

「
詰

の
城

」
（
戦

闘
用

の
本

城
）と

し
た

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
 

 
 

貞
昌

院
創

建
当

時
は

当
院

と

永
谷

天
満

宮
と

は
天

神
山

を
挟

ん
だ

位
置

関
係

に
あ

り
ま

し
た

。
 

 
そ

の
後

、
文

化
十

四
年

に
現

在

の
永

谷
天

満
宮

に
隣

接
す

る
場

所
に

移
転

し
ま

し
た

。
 

 
明

治
十

九
年

に
は

火
災

に
見

舞
わ

れ
ま

す
が

、
本

尊
十

一
面

観

世
音

菩
薩

像
や

欄
間

彫
刻

な
ど

は
、

近
隣

檀
家

の
方

々
に

よ
って

無
事

搬
出

さ
れ

難
を

逃
れ

る
こ

と
が

で
き

、
明

治
三

十
四

年
、

第
二

十
八

世
無

外
源

量

大
和

尚
の

代
に

諸
堂

が
再

建
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
大

正
十

二
年

の
関

東
大

震
災

の
際

に
は

本
堂

が
倒

壊
し

て
し

ま
い

ま
す

が
、

震
災

の
翌

年
に

は
そ

れ
ま

で
の

茅
葺

か
ら

亜
鉛

葺
き

の
伽

藍
と

し
て

再
建

さ

れ
ま

し
た

。
 

 
昭

和
四

十
六

年
、

本
堂

お
よ

び
客

殿
の
屋

根
が
銅

版
葺

き
と

な
り

、
現

在

の
姿

に
な

り
ま

し
た

。
 

江戸時代の貞昌院 

大正 13 年再築図 

昭和初期の貞昌院 ① 



天
神

山
貞

昌
院

 
晋

山
結

制
配

役
    

（
当

日
配

役
） 

 堂
頭

 
 
貞

昌
院

 
亀

野
哲

也
 

東
堂

 
 
貞

昌
院

 
亀

野
哲

雄
 

西
堂

 
 
正

翁
寺

 
篁

 
素

明
大

方
丈

 

後
堂

 
 

 
徳

翁
寺

 
安

藤
文

正
大

方
丈

（
本

寺
）

 

助
化

師
 

 大
本

山
總

持
寺

副
監

院
 
 

 
永

明
寺

 
石

田
征

史
大

方
丈

（
先

々
住

忌
導

師
）

 

助
化

師
 

 静
翁

寺
 
亀

野
英

光
大

方
丈

(先
々

住
忌

逮
夜

導
師

) 

助
化

師
 

 雲
林

寺
 
北

見
秀

明
大

方
丈

（
永

平
寺

専
使

）
 

助
化

師
 

 安
楽

寺
 
宗

澤
文

良
大

方
丈

（
總

持
寺

専
使

）
 

助
化

師
 

 東
照

寺
 
程

木
昭

徳
大

方
丈

（
宗

務
所

長
）

 

単
頭

 
 
龍

長
院

 
近

藤
一

光
大

方
丈

（
尊

宿
）

 

総
都

管
 

 
慈

眼
寺

 
松

山
典

生
方

丈
 

都
管

 
 

 
宗

三
寺

 
服

部
直

哉
方

丈
（

知
客

都
管

）
 

都
管

 
 

 
花

應
院

 
山

本
雅

彦
方

丈
（

知
客

都
管

）
 

都
管

 
 
観

音
寺

 
梅

田
保

彦
方

丈
（

法
要

都
管

）
 

都
寺

 
 
東

泉
寺

 
関

水
俊

道
方

丈
（

尊
宿

）
 

監
寺

 
 
徳

善
寺

 
尾

崎
正

善
方

丈
（

法
要

解
説

）
 

副
寺

 
 
全

龍
寺

 
栁

 
周

峯
方

丈
（

両
班

）
 

維
那

 
 
龍

寶
寺

 
梅

田
良

光
方

丈
 

典
座

 
 

 永
林

寺
 
原

田
泰

明
方

丈
（

両
班

）
 

直
歳

 
 

 長
福

寺
 
谷

崎
無

奏
方

丈
（

両
班

）
 

首
座

 
 
貞

昌
院

 
亀

野
哲

舟
上

座
 

書
記

 
 
静

翁
寺

 
亀

野
元

彰
力

生
 

弁
事

 
 
観

音
寺

 
梅

田
敬

真
上

座
 

知
蔵

 
 
盛

徳
寺

 
竹

内
信

之
方

丈
（

両
班

）
 

知
客

 
 
黙

仙
寺

 
阿

部
慈

薫
方

丈
（

知
客

兼
両

班
）

 

知
浴

 
 
永

珊
寺

 
松

樹
泰

弘
方

丈
（

両
班

）
 

知
殿

 
 
福

泉
寺

 
岩

波
弘

道
方

丈
（

知
庫

）
 

知
客

補
 

 観
音

寺
 
佐

藤
明

彦
方

丈
（

知
客

）
 

知
客

補
 

 大
乗

院
 
和

田
学

英
方

丈
（

知
客

）
 

副
悦

 
 
善

光
寺

 
黒

田
博

志
方

丈
 

侍
真

 
 
徳

翁
寺

 
安

藤
正

人
力

生
（

両
班

）
 

焼
香

侍
者

 倫
勝

寺
 
馬

場
義

實
方

丈
 

請
客

侍
者

 長
松

寺
 
市

川
憲

章
方

丈
 

衣
鉢

侍
者

 徳
林

寺
 
大

津
秀

法
方

丈
 

書
状

侍
者

 梅
宗

寺
 
舘

盛
寛

行
方

丈
 

湯
薬

侍
者

 城
国

寺
 
菅

原
研

州
力

生
 

録
事

 
 
報

恩
寺

 
加

藤
良

隆
方

丈
（

写
録

）
 

副
典

 
 
東

泉
寺

 
関

水
博

道
力

生
（

詠
讃

師
兼

両
班

）
 

堂
行

 
 
慈

眼
寺

 
松

山
大

佑
力

生
 

副
堂

 
 
雲

昌
寺

 
大

嶋
寧

人
力

生
（

兼
鐘

司
）

 

 

  送
迎

 
東

林
寺

 
菅

原
敦

生
方

丈
 

送
迎

 
宗

珪
寺

 
山

中
尚

道
力

生
 

供
真

 
永

明
寺

 
石

田
征

良
力

生
(知

殿
兼

先
々

住
忌

侍
者

) 

殿
行

 
龍

長
院

 
近

藤
一

崇
力

生
 

殿
行

 
徳

善
寺

 
尾

崎
詞

立
力

生
 

殿
行

 
大

船
観

音
寺

 
川

上
博

純
上

座
（

兼
送

迎
）

 

殿
行

 
大

船
観

音
寺

 
小

池
幸

共
上

座
（

兼
送

迎
）

 

殿
行

 
大

船
観

音
寺

 
田

村
崇

顕
上

座
（

兼
送

迎
）

 

鐘
司

 
花

應
院

 
山

本
龍

彦
上

座
 

侍
聖

 
 
 
正

翁
寺

 
篁

 
保

雄
力

生
（

西
堂

侍
者

兼
展

待
係

） 

塔
司

 
 

西
福

寺
 

西
海

裕
貴

力
生

（
後

堂
侍

者
兼

展
待

係
） 

浴
司

 
西

方
院

 
津

田
和

範
方

丈
（

知
庫

補
兼

稚
児

都
管

） 

送
供

 
功

雲
寺

 
敦

岡
大

雄
力

生
（

知
客

補
兼

稚
児

係
）

 

接
客

 
龍

松
院

 
近

藤
憲

邦
力

生
（

知
客

補
兼

稚
児

係
）

 

講
師

 
 

鳳
勝

寺
 

山
下

玄
機

方
丈

 

講
師

 
 

法
道

寺
 

赤
星
建

一
東

堂
 

講
師

 
宗

英
寺

 
稲
富

雅
秀

方
丈

（
洒

水
師

）
 

講
師

 
 

長
尾

寺
 
遠

藤
清
門

方
丈

（
洒

水
師

）
 

講
師

 
西

福
寺

 
西

海
秀
晃

方
丈

 

講
師

 
長

光
寺

 
福
島
伸

悦
方

丈
 

講
師

 
天

徳
寺

 
細

川
正

善
方

丈
 

講
師

 
興
源

寺
 

田
宮

隆
児

方
丈

 

講
師

 
大

林
寺

 
鈴

木
昭

彦
方

丈
 

講
師

 
善

谷
寺

 
浅

田
英
世

方
丈

 

講
師

 
 

乗
福

寺
 

中
津

川
一

英
方

丈
 

講
師

 
大

松
寺

 
大

野
元
久

方
丈

 

講
師

 
常

倫
寺

 
上

原
良
廣

方
丈

 

講
師

 
成
願

寺
 
廣

澤
道

秀
方

丈
 

講
師

 
地
藏

寺
 
淺
井
宣
亮

方
丈

 

講
師

 
大

蔵
寺

 
佐

藤
直

道
方

丈
 

講
師

 
長

福
寺

 
鈴

木
田
浩

之
方

丈
(退

董
両

班
兼

総
回

向
侍

者
) 

講
師

 
天

徳
院

 
中
島
輝

昌
方

丈
 
 
(退

董
両

班
兼

総
回

向
侍

香
) 

講
師

 
大

龍
寺

 
太

田
賢
孝

方
丈

 

講
師

 
浄
念

寺
 
橋

下
賢

明
方

丈
 

講
師

 
西

福
寺

 
備
前
恭
忍

方
丈

 

② 



平
成

二
十

八
年

夏
安

居
 

 
 

三
月

二
十

五
日

（
金

）
二

十
六

日
（土

）
厳

修
 
 

天
神

山
貞

昌
院

天
神

山
貞

昌
院

天
神

山
貞

昌
院

天
神

山
貞

昌
院

    
晋

山
結

制
晋

山
結

制
晋

山
結

制
晋

山
結

制
    先

々
住

忌
先

々
住

忌
先

々
住

忌
先

々
住

忌
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
    法

要
差

定
法

要
差

定
法

要
差

定
法

要
差

定
    

 三
月

二
十

五
日

三
月

二
十

五
日

三
月

二
十

五
日

三
月

二
十

五
日

（（ （（ 金
曜

日
金

曜
日

金
曜

日
金

曜
日

）） ））     
午

後
三

時
三

十
分

 
 

五
磬

三
拝

五
磬

三
拝

五
磬

三
拝

五
磬

三
拝

    

一
、
 西

堂
老

師
 

 
正

翁
寺

  
篁

 
素

明
大

方
丈

 

一
、
 後

堂
老

師
 

 
徳

翁
寺

 
安

藤
文

正
大

方
丈

 

 午
後

三
時

四
十

五
分

 僧
堂

鐘
（
殿

鐘
）打

出
し

 

首
座

入
寺

式
首

座
入

寺
式

首
座

入
寺

式
首

座
入

寺
式

    
    

 
一

、
僧

堂
鐘

一
会

 
 

 
一

、
七

下
鐘

住
持

入
堂

 

 
一

、
版

三
下

 
 

 
 

 
一

、
維

那
白

槌
 

 

 
一

、
知

事
、
首

座
に

致
語

 

 
一

、
首

座
、
住

持
に

致
語

 

 
一

、
首

座
就

位
 

 
 

 

 
一

、
維

那
告

報
 

 
 

 

 
一

、
普

同
三

拝
 

 
 

 

 
一

、
散

堂
 

 
 

 
 

 
 

  
 

午
後

四
時

十
五

分
 巡

版
打

出
し

 

結
制

土
地

堂
念

誦
結

制
土

地
堂

念
誦

結
制

土
地

堂
念

誦
結

制
土

地
堂

念
誦

    

 
一

、
巡

版
 

 
一

、
小

鐘
一

会
 

 
一

、
七

下
鐘

住
持

入
堂

 

 
一

、
上

香
（
置

茶
湯

）
 

 
一

、
出

班
焼

香
 

 
一

、
念

誦
 
十

仏
名

 

 
一

、
回

向
 

 
一

、
散

堂
 

 

午
後

四
時

四
十

五
分

 殿
鐘

打
出

し
 

 

第
廿

九
世

徳
峯

寛
量

大
和

尚
第

廿
九

世
徳

峯
寛

量
大

和
尚

第
廿

九
世

徳
峯

寛
量

大
和

尚
第

廿
九

世
徳

峯
寛

量
大

和
尚

    本本 本本
然

清
浄

忌
然

清
浄

忌
然

清
浄

忌
然

清
浄

忌
逮

夜
逮

夜
逮

夜
逮

夜
諷

経
諷

経
諷

経
諷

経
    

 
 

焼
香

師
 
静

翁
寺

住
職

 
亀

野
英

光
大

方
丈

 

 
一

、
殿

鐘
三

会
 

 
 

 
 

 
 

 
一

、
七

下
鐘

 
焼

香
師

入
堂

 

 
一

、
拈

香
法

語
 

 
一

、
普

同
三

拝
 

 
一

、
読

経
（
自

我
偈

･
舍

利
礼

文
）
 

 
 
 
 

 
新

命
正

面
焼

香
了

而
 
謝

拝
 

 
 
 
 

 
東

堂
･
首

座
・寺

族
親

族
･
役

員
正

面
焼

香
 

 
一

、
回

向
 
 

 
一

、
普

同
三

拝
 

 
一

、
焼

香
師

退
堂

 

 
 

午
後

五
時

三
十

分
 茶

鼓
打

出
し

 

配
役

本
則

行
茶

配
役

本
則

行
茶

配
役

本
則

行
茶

配
役

本
則

行
茶

    

 
一

、
茶

鼓
一

通
 

 

 
一

、
大

衆
入

堂
 

 
一

、
住

持
・
西

堂
・
後

堂
 
入

堂
 

 
一

、
制

中
配

役
宣

読
 

 
一

、
大

衆
展

具
三

拝
（請

拝
） 

 
一

、
住

持
告

報
 

 
一

、
首

座
展

具
三

拝
（請

拝
） 

 
一

、
本

則
提

唱
（西

堂
老

師
） 

 
一

、
行

茶
 

 
 

 

 
一

、
鼓

三
下

 
 

 
一

、
散

堂
 

 
 

 薬
石

祝
麺

薬
石

祝
麺

薬
石

祝
麺

薬
石

祝
麺

  
 
客

殿
 
（配

役
者

 
習

儀
）
 

            三
月

二
十

六
日

三
月

二
十

六
日

三
月

二
十

六
日

三
月

二
十

六
日

（（ （（ 土
曜

日
土

曜
日

土
曜

日
土

曜
日

）） ））     
午

前
五

時
 
 

 
  

 
 

振
鈴

 
 
布

団
作

努
 

 

午
前

五
時

三
十

分
 
略

朝
課

 
先

々
住

忌
献

粥
諷

経
(内

勤
) 

午
前

六
時

三
十

分
 
小

食
飯

台
 

 
 

 

午
前

七
時

三
十

分
 

稚
児

関
係

 天
満

宮
集

合
（
新

命
安

下
所

へ出
発

）
 

 

午
前

七
時

四
十

五
分

 

安
下

所
諷

経
安

下
所

諷
経

安
下

所
諷

経
安

下
所

諷
経

（（ （（安
下

所
知

客
:法

要
都

管
随

行
）
 

 

午
前

八
時

三
十

分
 

晋
山

行
列

晋
山

行
列

晋
山

行
列

晋
山

行
列

 天
満

宮
を

出
発

（大
梵

鐘
打

出
し

、
以

下
一

分
毎

） 

 

午
前

八
時

四
十

五
分

 

山
門

頭
到

着
（
大

梵
鐘

打
切

り
）
 

 
 

 
 

 
 

 
洒

水
・
稚

児
集

合
写

真
（山

門
前

）
 

 
 

 
 

 
 
※

雨
天

時
行

列
無

し
、

集
合

写
真

の
み

 

 
 

午
前

八
時

四
十

五
分

(稚
児
行
列
到
着
と
同
時
に
)殿

鐘
打

出
し

 

第
三

十
世

徳
巌

哲
雄

大
和

尚
退

董
式

第
三

十
世

徳
巌

哲
雄

大
和

尚
退

董
式

第
三

十
世

徳
巌

哲
雄

大
和

尚
退

董
式

第
三

十
世

徳
巌

哲
雄

大
和

尚
退

董
式

    

 
一

、
殿

鐘
三

会
 

 
一

、
七

下
鐘

入
堂

 

 
一

、
拈

香
法

語
 

 
一

、
普

同
三

拝
 

 
一

、
読

経
（
般

若
心

經
）
 

 

 
一

、
回

向
 
 

 
一

、
普

同
三

拝
 

 
一

、
退

董
挨

拶
 

 
 

 
了

而
 
尊

宿
入

堂
 

③ 



午
前

九
時

十
五

分
 

 

晋
山

式
晋

山
式

晋
山

式
晋

山
式

    
（稚

児
は

本
堂

前
に

参
道

に
並

ぶ
、

新
命

上
殿

後
天

満
宮

へ） 
 

 

 
一

、
山

門
法

語
 

 
一

、
大

擂
上

殿
 

 
一

、
仏

殿
法

語
 

 
一

、
土

地
堂

法
語

 
 

 
一

、
祖

堂
法

語
 

 
一

、
開

山
堂

法
語

 
 

 

 
一

、
下

語
 

 
一

、
須

弥
登

座
 

 
一

、
拈

香
 

 
 

 
 

①
祝

祷
香

 
 

 
 

 
②

報
恩

香
 

 
 

 
 

③
檀

越
香

 
 

 
 

 
④

嗣
承

香
 

 
一

、
五

侍
者

問
訊

 
 

 

 
一

、
頭

首
問

訊
 
知

事
問

訊
 

 
一

、
代

衆
請

法
 

 
一

、
白

槌
 

 
 

 
 

 

 
一

、
垂

語
 

 

 
一

、
問

答
 

 
一

、
提

綱
 
自

叙
 
謝

語
 
拈

則
 
結

座
 

 
一

、
白

槌
 

 
一

、
下

座
 

 
一

、
祝

辞
 
 
両

本
山

御
専

使
・
宗

務
所

長
 

 
一

、
祝

電
披

露
 

 
一

、
祝

拝
 

 
一

、
新

命
退

堂
 

 
一

、
散

堂
 

 

午
前

十
時

三
十

分
 
巡

版
打

出
し

 

首
座

法
戦

式
首

座
法

戦
式

首
座

法
戦

式
首

座
法

戦
式

    

 
一

、
殿

鐘
三

会
 三

会
中

上
方

丈
 

 
一

、
大

擂
上

殿
 

 
一

、
上

香
 
普

同
三

拝
 

 
一

、
読

経
（
般

若
心

経
）
 

 
一

、
挙

則
 

 
一

、
拈

竹
箆

 
 

 
一

、
法

問
 

 
一

、
謝

語
 

 
一

、
返

竹
箆

 

 
一

、
祝

語
（
両

班
・
東

筆
頭

～
下

位
・西

下
位

～
書

記
～

 
 

 
 

 
後

堂
～

西
堂

～
新

命
）
 

 
一

、
普

回
向

 
 
 

 
一

、
普

同
三

拝
 

 
一

、
祝

拝
 

 
一

、
住

持
退

堂
 

 
一

、
散

堂
 

午
前

十
一

時
三

十
分

 殿
鐘

打
出

し
 

 

第
廿

九
世

徳
峯

寛
量

大
和

尚
第

廿
九

世
徳

峯
寛

量
大

和
尚

第
廿

九
世

徳
峯

寛
量

大
和

尚
第

廿
九

世
徳

峯
寛

量
大

和
尚

    本
然

清
浄

忌
献

供
諷

経
本

然
清

浄
忌

献
供

諷
経

本
然

清
浄

忌
献

供
諷

経
本

然
清

浄
忌

献
供

諷
経

    

 
 

焼
香

師
 
大

本
山

總
持

寺
副

監
院

 

 
 

 
 

 
 

永
明

寺
住

職
 

石
田

征
史

大
方

丈
 

 
一

、
殿

鐘
三

会
 

 
一

、
七

下
鐘

焼
香

師
入

堂
 

 
一

、
鼓

一
通

 

 
一

、
普

同
三

拝
 

 
一

、
献

供
三

拝
（湯

菓
茶

）
 
 

 
一

、
中

揖
三

拝
 

 
一

、
鼓

三
下

 

 
一

、
拈

香
法

語
 

 

 
一

、
読

経
 

（参
同

契
･
寶

鏡
三

昧
 
遶

行
二

匝
･
両

班
遶

行
中

焼
香

） 

 
 

 
遶

行
後

、
新

命
･
東

堂
･
首

座
･
寺

族
･
親

族
･
役

員
正

面
焼

香
 

 
一

、
回

向
 

 
一

、
普

同
三

拝
 

 
一

、
謝

拝
 

 
一

、
焼

香
師

退
堂

 

   
 
 
午

後
〇

時
十

分
 
殿

鐘
打

出
し

 

檀
信

徒
総

回
向

檀
信

徒
総

回
向

檀
信

徒
総

回
向

檀
信

徒
総

回
向

    

 
一

、
殿

鐘
三

会
 

 
一

、
七

下
鐘

住
持

入
堂

 

 
一

、
拈

香
法

語
 

 
一

、
読

経
（
修
証
義

）
 

 
一

、
回

向
 
 

 
一

、
新

命
・
総

代
挨

拶
 

 
一

、
散

堂
 

 了
而

 
記

念
撮
影

 
 寺

院
、
親
戚

役
員

（
詣
塔
諷

経
 
内
勤

）
 

④ 



 法
要

解
説

法
要

解
説

法
要

解
説

法
要

解
説

    
    ■■ ■■

は
じ

め
に

は
じ

め
に

は
じ

め
に

は
じ

め
に

■■ ■■
    

◎
晋

山
式
と
は

、
正
式

に
住

職
と

し
て

就
任
す
る

儀
式
で
す
。

「
晋
」
と
い
う
字
は
進
む
と
い
う
意
味
で
す
。

 

今
回

の
晋

山
結

制
で
は

、
貞
昌

院
三

十
一
世

の
晋

山
式
と

、
修

行
の

上
、

大
和
尚

の
位

に
就
く

大
法

要
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

、
本

年
度
は
貞
昌

院
二

十
九
世
重
興

徳
峯
寛
量

大
和
尚

の
本
然
清

浄
忌

（
三

十
三

回
忌

）
に
あ
た

り
、

年
回

法
要
が
併
せ
て

厳
修
さ

れ
ま
す
。

 

◎
一
連

の
法

要
は

、
曹
洞

宗
の
数
多
い

儀
式

の
中
で
も
特

に
重

要

な
儀
式
で
す
。

御
参

列
の
皆
様

方
に

、
こ

の
佳
き

日
に
そ

の
深
い
意

味
を
よ
く
理
解

し
て
頂
き
た
く

、
こ
れ
よ

り
順

を
追
って

儀
式

の
解

説
と

御
案
内

を
申

し
上
げ
ま
す
。

 

  ■■ ■■
三三 三三

月月 月月
二

十
五

二
十

五
二

十
五

二
十

五
日日 日日

■■ ■■
（総

代
・世
話
人

の
み

） 

首
座

入
寺

式
首

座
入

寺
式

首
座

入
寺

式
首

座
入

寺
式

 
（し

ゅ
そ

に
ゅ
う

じ
し

き
） 

「
首

座
(
し
ゅ
そ
)
」
と
は

、
結

制
の

修
行

を
す
る

に
あ
た

り
、

修

行
僧

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
お

役
目

を
言
い
ま
す
。
先

頭
に
立
って

修

行
を
す
る
こ
と
か
ら

、
別
称
で
「第

一
座
」
と
も
呼
び
ま
す
。

 

 
入

寺
式
は

、
こ

の
首

座
の
任

命
式

の
こ
と
で
す
。

本
堂

を
坐
禅

堂

に
見
立
て

、
維

那
（
い

の
）
と
い
う

修
行

僧
の
指
導

を
担
う

役
目

の

僧
侶
よ

り
首

座
に

就
く

者
の

報
告
が
あ

り
、
そ
れ

を
受
け
て

知
客

（
し
か

）
と
い
う
接

客
の
任

に
あ
た
る

僧
侶

に
案
内
さ
れ
て

、
堂

頭

（
新

命
住

職
）の
隣

に
首

座
の
場

所
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

 

 結
制

土
地

堂
念

誦
結

制
土

地
堂

念
誦

結
制

土
地

堂
念

誦
結

制
土

地
堂

念
誦

（け
っせ

い
ど

じ
ど

う
ね

ん
じ

ゅ
） 

貞
昌

院
で

仏
法

の
守
護
神
と

し
て
お
祀

り
さ
れ
て
い
る

大
権

修
理

菩
薩
様

に
対
す
る

法
要
で
す
。

山
門

の
興
隆
と

行
事

の
無

事
円

成
を
願
い
ま
す
。

 

 第
廿

九
世

徳
峯

寛
量

大
和

尚
第

廿
九

世
徳

峯
寛

量
大

和
尚

第
廿

九
世

徳
峯

寛
量

大
和

尚
第

廿
九

世
徳

峯
寛

量
大

和
尚

    本本 本本
然

清
浄

忌
然

清
浄

忌
然

清
浄

忌
然

清
浄

忌
    逮

夜
逮

夜
逮

夜
逮

夜
諷

経
諷

経
諷

経
諷

経
    

 
 

 
 

 
 

 
（ほ

ん
ね

ん
し

ょ
う

じ
ょ
う

き
 

た
い

や
ふ

ぎ
ん

） 

貞
昌

院
二

十
九
世
重
興

徳
峯
寛
量

大
和
尚

の
本
然
清
浄
忌

（三

十
三

回
忌

）
の

前
晩

に
行
う

法
要
で
す
。

 

導
師

を
川
崎
市
幸
区

 
静

翁
寺

住
職

 
亀

野
英

光
大

方
丈
が
お

勤
め

に
な

り
ま
す
。

 

 配
役

本
則

行
茶

配
役

本
則

行
茶

配
役

本
則

行
茶

配
役

本
則

行
茶

 
(は

い
や

く
ほ

ん
そ

く
ぎ

ょ
う

ち
ゃ
) 

 
こ

の
結

制
行

事
に
は
数
多
く

の
僧
侶
が
そ
れ
ぞ
れ
任

に
あ
た

り
ま

す
。
そ

の
役

職
を
委
嘱

を
す
る

儀
式
で
す
。
併
せ
て
翌

日
の

首
座

法
戦
式

に
お
い
て

、
住

職
に

代
わ

り
首

座
が
禅

問
答

に
答
え
る
こ
と

を
告
げ

、
結

制
修

行
期
間

の
主
題

を
示

し
ま
す
。

 

 

 
今

回
の

結
制

修
行

の
主
題
は

 

曹
洞

宗
の
根

本
と
な
る

祖
録

 

『
従
容
録
』
（し
ょ
う
よ
う
ろ
く

） 

の
第

二
則
「
達
磨
廓
然
」
（
だ
る
ま

 

か
く
ね
ん

）で
す
。

 

 
達
磨

大
師
は
「
だ
る
ま
さ
ん
」 

と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
が

、
 

イ
ン
ド
か
ら

中
国

へ禅
を
伝
え
た

 

実
在

の
僧
侶
で
す
。

 

 
中
国

の
梁

の
時

代
の
武
帝
と

の
 

問
答

を
通

し
て

、
「
澄
ん
だ

心
の

中
 

に
は

、
執

着
や
悩

み
は
生
ま
れ
て

 

こ
な
い
こ
と
」を
示

し
た
教
え
で
す
。

 

 
こ

の
晋

山
結

制
に
お
い
て

、
西

堂
(
せ
い
ど
う

）
と
い
う

役
を
つ
と
め

ら
れ
る
栄
区

・
正

翁
寺

 
篁

素
明

老
師
よ

り
提

唱
を
い
た
だ
き
ま

す
。

 

式
の
最

後
に
全
員
で
お

茶
を
い
た
だ
き
ま
す
。
禅

宗
で
は

、
こ
れ

を
「
行

茶
」
（
ぎ
ょ
う
ち
ゃ
）
と
言
い

、
禅

宗
な
ら
で
は

の
作

法
が
あ

り

ま
す
。

 

                     ■■ ■■
三三 三三

月月 月月
二

十
六

二
十

六
二

十
六

二
十

六
日日 日日

■■ ■■
    

稚
児

行
列

稚
児

行
列

稚
児

行
列

稚
児

行
列

 
（ち
ご
ぎ
ょ
う
れ
つ
） 

 
新

命
住

職
は

檀
家
総

代
の
お
宅
で

法
要

を
行
な
った

後
、

永
谷

天
満

宮
神
楽

殿
か
ら
総

代
世
話
人
と
と
も

に
「
稚

児
行

列
」
を

行

な
い
ま
す
。

稚
児
と
い
う
呼
び

方
は

平
安

時
代

に
お

寺
に
預
け
ら

れ
行

儀
見

習
い
や

僧
侶

の
手
伝
い

を
し
て
い
た
子
共
た
ち

に
由
来

し
ま
す
。

 

 
子

供
に
は
神
々
が
降
臨
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
お

り
、
古
く
か
ら

信
仰

の
対
象
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た

、
子

供
達

の
無
病
息
災

を
願
い

、
豊
か
な

心
を

持
って
欲

し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
    
    

 
永
谷

天
神
囃
子

の
先
導

に
よ

り
、

檀
家
様
や
近
隣

の
子

供
た
ち

五
十

九
名
が

行
列

を
作

り
ま
す
。

 

 第
三

十
世

徳
巌

哲
雄

大
和

尚
退

董
式

第
三

十
世

徳
巌

哲
雄

大
和

尚
退

董
式

第
三

十
世

徳
巌

哲
雄

大
和

尚
退

董
式

第
三

十
世

徳
巌

哲
雄

大
和

尚
退

董
式

（た
い
と
う

し
き

）     

 
住

職
を

退
く
こ
と

を
退

董
と
い
い
ま
す
。

住
職

退
任

後
は

東
堂

（
と
う
ど
う

）
と
称
さ
れ
ま
す
。
    

  

⑤ 



晋
山

式
晋

山
式

晋
山

式
晋

山
式

（し
ん

さ
ん

し
き

） 

 
晋

山
式

の
「
晋
」
は

、
す
す
む
と
い
う
意
味
で
す
。
曹
洞

宗
の

管
長

猊
下
よ

り
新
た

に
住

職
に
任

命
さ
れ
た

者
が

、
寺

院
へ
す
す

み
住

む
就
任

の
儀
式

、
そ
れ
が
晋

山
式
で
あ

り
、

寺
院

に
と
って
は

一
世

一
代

の
大
き
な

行
事
で
す
。

 

 
本

日
、
こ

の
お

寺
に

新
し
く

命
ぜ
ら
れ
た

住
職

を
 

「
新

命
和
尚
」
と
呼
び

、
貞
昌

院
三

十
一
世

に
命
ぜ
ら
れ
た
哲
也

新
命
和
尚
は

、
こ

の
晋

山
式
が
済

み
ま
す
と

、
名
実
共

に
貞
昌

院

の
正
式
な

住
職
と
な

り
ま
す

 

 一一 一一
、、 、、
山

門
法

語
山

門
法

語
山

門
法

語
山

門
法

語
 

 

新
命
和
尚
は

稚
児

行
列

 

に
よ

り
貞
昌

院
に

到
着

し
、

 

貞
昌

院
の

入
口
で
も
あ
る

 

こ
の

山
門

を
の
ぞ
ん
で

、
 

自
身

の
覚
悟

の
程

を
法

語
 

と
し
て

唱
え
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
大

擂
上

殿
大

擂
上

殿
大

擂
上

殿
大

擂
上

殿
    

山
門

の
儀
式
が
終
わ

り
ま

し
て

、
本

堂
の
太

鼓
が
と
ど
ろ
く

中
、

い
よ
い
よ

新
命
和
尚
は

、
出
迎
え

の
方
々

を
先

頭
に

本
堂

に
進

み

ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
仏

殿
法

語
仏

殿
法

語
仏

殿
法

語
仏

殿
法

語
    

新
命
和
尚
は

、
貞
昌

院
の

本
尊
様

に
対

し
て

新
任

の
御

挨
拶

の

法
語

を
述
べ
ま
す
。

 

そ
の

後
、

仏
前

に
進

み
、
浄
ら
か
な

香
を
焚
き

、
御

本
尊
様

へ心

か
ら

の
礼

拝
を

三
度
い
た

し
ま
す
。

 

こ
の

礼
拝
は

、
古
く
イ
ン
ド
か
ら

五
体
投

地
の

礼
と

し
て
伝
わ
る
も

の
で
あ

り
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
土

地
堂

法
語

土
地

堂
法

語
土

地
堂

法
語

土
地

堂
法

語
（ど

じ
ど

う
ほ

う
ご

）     

続
い
て

、
仏

法
の
守

り
神
で
あ
る
招
宝

七
郎

大
権

修
理
菩
薩

様
の

御
前
で

、
貞
昌

院
の

山
門
繁
栄
と

檀
信
徒
皆
々
様

の
お
家

の

安
泰
と
諸
縁
吉
祥

を
お
祈

り
い
た

し
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
祖

堂
法

語
祖

堂
法

語
祖

堂
法

語
祖

堂
法

語
    

次
に
禅

宗
の

開
祖
と
い
わ
れ
る
達
磨

大
師

に
御

挨
拶

の
法

語
を

唱
え

、
焼

香
礼

拝
い
た

し
ま
す
。
 

達
磨

大
師
は

、
前
述

の
と
お

り
、
お
釈
迦
様
か
ら
数
え
て

二
十

八
代
目

の
祖

師
様
で

、
イ
ン
ド
か
ら

中
国

に
初
め
て

正
し
い

仏
教

を

お
伝
え

に
な
った

僧
侶
で
す
。

 

一一 一一
、、 、、
開

山
堂

法
語

開
山

堂
法

語
開

山
堂

法
語

開
山

堂
法

語
    

続
い
て

新
命
和
尚
は

、
開

山
堂

に
向
か
い
ま
す
。

 

開
山

堂
に
は

、
本

尊
釈
迦
牟
尼

仏
、

十
一
面
観
世
音
菩
薩

、
道

元
禅

師
（
高

祖
承
陽

大
師

）
、
瑩

山
禅

師
（
太

祖
常
済

大
師

）
、
そ

し
て
今
か
ら
約

四
百

三
十

年
前

、
貞
昌

院
を

開
か
れ
た

御
開

山
 

明
堂

文
龍

大
和
尚
よ

り
二

十
九

代
の
歴

代
住

職
が
お
祀

り
し
て

あ
り
ま
す
。

 

 
新

命
和
尚
は

、
本

尊
様

の
前

に
お
い
て

法
語

を
唱
え
て

焼
香

礼

拝
し

、
就
任

の
御

挨
拶

を
い
た

し
、

心
か
ら

報
恩
感

謝
の

礼
拝

を

さ
さ
げ
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
下

語
下

語
下

語
下

語
・・ ・・ 須

弥
登

座
須

弥
登

座
須

弥
登

座
須

弥
登

座
 

 

晋
山

開
堂
と
い
う
「
国

の
隆
昌

発
展

を
祝
って
こ

の
堂

を
開
く
」
と

い
う

儀
式
で
す
。

寺
院
は

、
常

に
地
域
社

会
の

平
和
と
幸
福

を
祈
っ

て
あ
ら
ゆ
る
活
動

を
行
な
い
ま
す
。

 

そ
こ
で

、
新

命
和
尚
は
晋

山
と

同
時

に
こ

の
本

堂
を
広
く

開
放

し
て

、
皆
様

方
の
信
仰
と

修
養

の
為

の
道
場
と
す
る
こ
と

を
宣
言
い

た
し
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
祝

祷
祝

祷
祝

祷
祝

祷
香香 香香

（し
ゅ
く

と
う

こ
う

）     

新
命
和
尚
は

須
弥

檀
に

登
り

、
特
別

に
用
意

し
た
お

香
を

四

回
焚
き
ま
す
。

 

 
そ

の
一
が
お
釈
迦
様

、
高

祖
道
元
禅

師
様

、
太

祖
瑩

山
禅

師
様

に
供
養

し
奉

り
、
そ

の
功

徳
を
も
って
国

の
平
和
と
人
々

の
幸
せ

を

祈
願
す
る
も

の
で
あ

り
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
報

恩
香

報
恩

香
報

恩
香

報
恩

香
（ほ

う
お

ん
こ
う

）     

次
に

、
天

正
十

年
、
貞
昌

院
を

開
か
れ
た

明
堂

文
龍

大
和
尚

、

貞
昌

院
歴

代
の

御
住

職
方

に
報

恩
の

香
語

を
唱
え
て

香
を
焚
き

ま
す
。
哲
也
和
尚
は

、
本

日
め
で
た
く
当

山
三

十
一
世
と

し
て
晋

山
の

儀
式

を
あ
げ
る
こ
と
が

出
来
ま
す

の
も

、
御

開
山

を
は
じ
め
歴

代
の

住
職
が
身

を
も
って
こ

の
お

寺
を
護
って
こ
ら
れ
た
ご
遺

徳
の
お

陰
で
あ

り
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
檀

越
檀

越
檀

越
檀

越
香香 香香

（だ
ん

の
つ
こ
う

）     

次
に

、
檀
信
徒

の
皆
様

方
の

御
先

祖
を

 

供
養

し
、
更

に
各
家

の
隆
昌

発
展
と

 

子
孫

の
長
久

、
所
縁
吉
祥

 

を
願
って

御
焼

香
い
た

 

し
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
嗣

承
香

嗣
承

香
嗣

承
香

嗣
承

香
（し

じ
ょ
う

こ
う

）     

 
次

に
、

自
身

の
師
匠

、
貞
昌

院
前

住
職

 
亀

野
哲
雄

大
和
尚

に

対
し

、
本

日
こ

の
祝
典

を
あ
げ
得
た
喜
び

を
感

謝
し

、
心
か
ら
そ

の

慈
恩

に
む
く
い
る
お

礼
の

焼
香

を
い
た

し
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
五

侍
者

問
訊

五
侍

者
問

訊
五

侍
者

問
訊

五
侍

者
問

訊
（ご

じ
し

ゃ
も

ん
じ

ん
）     

こ
れ
よ

り
新

命
和
尚
と

、
大
勢

の
和
尚
様

方
に

法
を
説
く

問
答

が
始
ま

り
ま
す
。

 

こ
れ

に
先
立
ち

、
問

答
開
始

を
お
願
い
す
る

礼
拝

の
こ
と

を
五

侍
者

問
訊
と
申

し
ま
す
。

 

は
じ
め

に
出
て
こ
ら
れ
た

五
人

の
方
々
は

、
常

に
新

命
和
尚

の

側
に
つ
い
て

所
用

を
勤
め
る

侍
者
と
呼
ば
れ
る

役
の

方
々
で
あ

り
ま

す
。
そ

の
筆

頭
が

焼
香

侍
者
で

、
戸
塚
区

・
倫
勝

寺
住

職
 
馬
場

義
實

老
師
が
お
勤
め

に
な

り
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
頭

首
頭

首
頭

首
頭

首
・・ ・・ 知

事
問

訊
知

事
問

訊
知

事
問

訊
知

事
問

訊
（ち

ょ
う

し
ゅ
・ち

じ
も

ん
じ

ん
）     

次
に

、
両

班
の
和
尚
様

方
が
順

に
礼

拝
を
な
さ
い
ま
す
。

 

⑥ 



一一 一一
、、 、、
代

衆
請

法
代

衆
請

法
代

衆
請

法
代

衆
請

法
（だ

い
し

ゅ
う

し
ょ
う

ぼ
う

）     

続
い
て

焼
香

侍
者
和
尚
は

、
大
間

中
央

に
立
って
深
く

問
訊
さ

れ
ま
す
。
こ
れ

を
代

衆
請

法
と
い
い

、
ど
う
ぞ

我
々

に
仏

法
を
お
説

き
下
さ
い

、
と

の
礼

拝
で
あ

り
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
白

槌
白

槌
白

槌
白

槌
（び

ゃ
く

つ
い
）     

白
槌

師
が

須
弥

檀
 

右
側

に
進

み
、
問

答
 

開
始

を
宣
言
さ
れ
ま
す
。

 

 
白

槌
師
は

西
堂

の
 

お
役

を
お
勤
め

の
栄
区

・
 

正
翁

寺
住

職
 
篁

素
明

老
師
で
す
。

 

一一 一一
、、 、、
垂

語
垂

語
垂

語
垂

語
（す

い
ご

）     

新
命
和
尚

に
問

答
を
か
け
る

僧
侶
が

本
堂

正
面

に
集
ま

り
、
い

よ
い
よ

大
問

答
が
始
ま

り
ま
す
。
 

一一 一一
、、 、、
問

答
問

答
問

答
問

答
    

 
首

座
・
弁

事
を
は
じ
め

、
様
々
な
和
尚
が

新
命
和
尚

に
問

答
を

か
け
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
堤

綱
堤

綱
堤

綱
堤

綱
・・ ・・ 自

序
自

序
自

序
自

序
・・ ・・ 謝

語
謝

語
謝

語
謝

語
・・ ・・ 拈

則
拈

則
拈

則
拈

則
・・ ・・ 結

座
結

座
結

座
結

座
 

新
命
和
尚
は

、
自
身

の
修

行
の
境
涯

を
述
べ

大
問

答
は
終
わ

り

ま
す
。
続
い
て

唱
え
る

香
語

（
堤

綱
・
自
序

・
謝

語
・
拈

則
・
結

座
）

は
、
曹
洞

宗
の

宗
旨

の
大

要
を
説
き

、
そ

し
て

自
身

の
経
歴

を
述

べ
、

白
槌

師
を
は
じ
め

御
列
席

の
皆
々
様

に
感

謝
の
言
葉

を
述
べ

、

問
答
終

了
を

告
げ
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
白

槌
白

槌
白

槌
白

槌
 

白
槌

師
が

槌
を
ふ
る
って

、
新

命
和
尚

の
説

法
が

大
和
尚

に
相

応
し
い
も

の
で
あ
った
こ
と

を
証

明
し
て

下
さ
い
ま
す
。

 

こ
れ
は

、
お
釈
迦
様
在
世

中
、
説

法
が
終
わ
る
と

文
殊
菩
薩
が

座

よ
り
立
って

、
仏

法
の

尊
さ

を
証

明
さ
れ
た
と
い
う
故

事
に
由
来

し

て
お

り
ま
す
。

 

新
命
和
尚
は
こ
こ

に
め
で
た
く
「
大
和
尚
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

 

一一 一一
、、 、、
下

座
下

座
下

座
下

座
・・ ・・ 祝

辞
祝

辞
祝

辞
祝

辞
・・ ・・ 祝

電
祝

電
祝

電
祝

電
    

一一 一一
、、 、、
散

堂
散

堂
散

堂
散

堂
    

        首
座

法
戦

式
首

座
法

戦
式

首
座

法
戦

式
首

座
法

戦
式

 
（し

ゅ
そ

ほ
っせ

ん
し

き
） 

 

法
戦
式

に
先
立
ち

、
結

制
修

行
と

法
戦
式

に
つ
い
て

御
説

明
い

た
し
ま
す
。

 

結
制
と
は

、
今
か
ら

二
千

五
百

年
前
お
釈
迦
様
が
定
め
ら
れ
た

修
行

の
や

り
方
で
す
。
イ
ン
ド
で
は
春
か
ら

夏
に
か
け
て

の
三
ヶ
月

位
の
間

、
ち
ょ
う
ど

日
本

の
梅

雨
時

の
よ
う

に
毎

日
雨
が
降

り
続
き

ま
す
。

し
た
が
って

、
お
釈
迦
様
や
お
弟
子
様
は
外

に
出
て

修
行
す

る
こ
と
が

出
来
な
い

の
で

、
祇
園
精
舎

の
よ
う
な
お

寺
に

集
ま
って

修

行
を
す
る
よ
う

に
な

り
ま

し
た
。

 

こ
の
よ
う

に
し
て

大
勢

の
修

行
僧
が

一
ヶ
所

に
集
ま

り
ま
す
と

、

お
の
ず
と
そ
こ

に
は

制
約
が
必

要
に
な
って
き
ま
す
。
そ

の
修

行
や
生

活
上

の
制
約

を
結
ぶ
と
い
う
わ
け
で

、
結

制
と
い
う

名
前
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

 

 
こ

の
「
結

制
修

行
」
の
こ
と

を
「雨

安
居
」
、
ま
た
は

修
行
期
間
が

九

十
日

に
わ
た
る

の
で
「
九
旬

安
居
」
と
も
申

し
ま
す
。
そ

し
て

、
更

に

中
国

へ伝
わ
る
と

、
夏
冬

二
回

行
わ
れ
る
よ
う

に
な

り
、
そ

の
土

地

の
名
よ

り
「江
湖

会
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な

り
ま

し
た
。

 

 
結

制
修

行
中

に
い
く
つ
か

の
大

事
な

法
要
が

行
わ
れ
ま
す
が

、
中

で
も
特

に
重

要
な

儀
式
が

新
命
和
尚
が

行
う
「
晋

山
」
の

儀
式
と

、

首
座

に
よ
る
「
首

座
法
戦
式
」で
あ

り
ま
す
。

 

さ
て

、
こ

の
法
戦
式
は

首
座

（
修

行
僧

の
リ
ー
ダ
ー

）
が

、
住

職
に

か
わ
って
「
法
」
す
な
わ
ち
禅

の
修

行
や
悟

に
つ
い
て

の
問

答
を
交
わ
す

儀
式
で
す
。
そ
こ
で

法
の
戦
い

、
法
戦
式
と
い
い
ま
す
。

 

こ
れ
は
昔

、
お
釈
迦
様
が
霊
鷲

山
に
お
い
て
弟
子

の
中

の
長

老
で

あ
る
迦
葉

尊
者

に
、

御
自

分
の
席

を
半

分
ゆ
ず
って
説
教
さ
れ
た

と
い
う
故

事
に
よ
る
も

の
で
す
。

 

現
在
で
は

、
一
人

前
の

宗
門

の
僧
侶
と
な
る

に
は
必
ず

一
度
は

通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

関
門
で
あ

り
、

首
座
は

一
生

一
度

の
緊

張
と
決
意
で
お
勤
め

に
な

り
ま
す
。

 

 
本

日
、

首
座

を
勤
め
る

の
は
貞
昌

院
の

亀
野
哲
舟

上
座
で
す
。
 

 《《 《《 首
座

法
戦

式
首

座
法

戦
式

首
座

法
戦

式
首

座
法

戦
式

の
な

が
れ

の
な

が
れ

の
な

が
れ

の
な

が
れ

》》 》》     

一一 一一
、、 、、
版

三
下

版
三

下
版

三
下

版
三

下
    

は
じ
め

に
、
木

版
と
い
う

 

鳴
ら

し
も

の
を
叩
き

、
そ

の
響
き

 

に
よ
って
式

の
始
ま

り
を

知
ら
せ
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
上

殿
上

殿
上

殿
上

殿
    

法
戦
式

の
そ
れ
ぞ
れ

の
お

役
に
つ
か
れ
る

 

和
尚
様
が

本
堂

に
揃
い
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
上

方
丈

上
方

丈
上

方
丈

上
方

丈
    

両
班

の
和
尚
様
が
揃
い
新

命
和
尚

を
迎
え

に
行
き
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
入

堂
入

堂
入

堂
入

堂
    

大
擂

鼓
が
轟
く

中
、

首
座

の
哲
舟
和
尚

を
先

頭
に
お

役
の
和

尚
様

の
上

殿
で
す
。
皆
様

、
合
掌
で
お
迎
え

下
さ
い
。

 

一一 一一
、、 、、
普

同
三

拝
普

同
三

拝
普

同
三

拝
普

同
三

拝
    

お
釈
迦
様

に
対

し
て

礼
拝

を
三
度

行
い
ま
す
。

 

 
参

列
の
皆
様
は
お

座
り

の
ま
ま

、
御

一
緒

に
合
掌

し
て

三
度
お

拝
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
読

経
読

経
読

経
読

経
（（ （（ 般

若
般

若
般

若
般

若
心

経
心

経
心

経
心

経
）） ）） ・・ ・・ 挙挙 挙挙

則則 則則
（こ

そ
く

）     

焼
香

侍
者
和
尚
は

、
新

命
和
尚
様
か
ら

三
方

に
の
せ
た

祖
録

を
受
け
取

り
、

首
座

の
と
こ
ろ

へ持
って

行
き
ま
す
。

 

こ
の

本
は
『
従
容
録
』
で

、
首

座
の
哲
舟
和
尚
は

、
こ

の
中
か
ら
今

日
の

問
答

の
テ
ー
マ
と
な
る
「
達
磨
廓
然
」
を
声
高
ら
か

に
読

み
上

げ
ま
す
。

 

⑦ 



 そ
の

後
、

大
き
な
声
で

小
僧
さ
ん
が
お

唱
え

を
致

し
ま
す
。

 
 

こ
の

小
僧
さ
ん

を
弁

事
と
い
い

、
泉
区

・
観
音

寺
住

職
の
お
弟
子

さ
ん

、
梅

田
敬

真
（
う
め
だ
け
い
し
ん

）
上

座
が
勤
め
ま
す
。

 

首
座
は

、
読

み
上
げ
た
「
従
容
録
」
を

新
命
和
尚

に
返

し
、

問

答
開
始

の
挨

拶
を
い
た

し
ま
す
。
 

首
座
は

、
こ
れ
か
ら

結
制

修
行

中
重

要
な
お

役
に
つ
い
て
お
ら
れ

る
和
尚
様
や

、
来
賓

の
御

寺
院

、
 

新
命
和
尚

に
問

答
開
始

の
挨

拶
を

 

い
た

し
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
拈

竹
箆

拈
竹

箆
拈

竹
箆

拈
竹

箆
（ね

ん
し

っぺ
い
）     

 
首

座
は

新
命
和
尚
よ

り
 

竹
箆
(し
っぺ
い
)を
受
取

 

ま
す
。

竹
箆
と
は

、
弓

の
 

形
を

し
た

竹
の
杖
で

、
 

人
を
説
教
す
る

時
に
用
い
る

 

も
の
で
あ

り
ま
す
。

 

自
身

の
位

に
戻

り
ま

し
た

首
座
は

、
坐
禅

を
組

み
 

法
語

を
唱
え
て
い
よ
い
よ

問
答
が
始
ま

り
ま
す
。

 

首
座

の
横
で

、
い
ろ
い
ろ
介
添
え

を
し
て
い
る

方
を

 

書
記
和
尚
と
い
い

、
川
崎
市
幸
区

 
静

翁
寺

副
住

職
の

 

亀
野
元
彰

師
が
お
勤
め

に
な
ら
れ
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
法

問
法

問
法

問
法

問
    

弁
事

、
書

記
和
尚
和
尚

、
 

各
僧
侶
が
次
々
と

、
 

首
座
和
尚

に
問

答
を
か
け
て

 

い
き
ま
す
。

 

一一 一一
、、 、、
謝

語
謝

語
謝

語
謝

語
    

問
答
が
終
わ

り
、
謝

語
、
す
な
わ
ち

 

お
礼

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

 

首
座
は

、
代
って
説

法
す
る
こ
と

を
命
じ
た

新
命
和
尚
よ

り
預
か

った
竹

箆
を

返
し
ま
す
。

 

首
座
は

、
大
任

を
果
た

し
た
お

礼
の
お

拝
を
い
た

し
ま
す
。

 

曹
洞

宗
の

僧
侶
は

、
一
生

の
間

に
三
度

の
出
生

の
式

を
挙
げ
る

こ
と

に
な
って
お

り
ま
す
。

 

 
そ

の
第

一
が

首
座

法
戦
式
で
「立

職
」
と
申

し
ま
す
。

 

 
こ
れ
で
今
ま
で

の
上

座
か
ら

座
元
と
い
う

位
に
な
って

、
い
よ
い
よ

仏

道
修

行
に
励
ま
れ
る

の
で
す
。

 

 
第

二
番
目
は
転
衣
と
申

し
ま

し
て

、
お

師
匠
様
よ

り
大

切
な

法

を
伝
え
て
頂
き

、
大

本
山

永
平

寺
と

大
本

山
總

持
寺

の
一
夜

住

職
を

務
め
る
瑞
世

の
式

を
行
う
と

、
い
よ
い
よ
和
尚

の
位

に
就
き
色

の
お
袈
裟

を
搭
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
ま
す
。

 

 
そ

し
て
第

三
番
目

の
出
生
が

、
「
建

法
幢
」
と
申

し
ま

し
て

、
新

命

住
職
が

結
制

を
修

行
し
て

大
和
尚

の
位

に
登

り
ま
す
。

 

 
こ
れ

を
宗

門
の

三
大

出
生
と
申

し
て
お

り
ま
す
。

 

 一一 一一
、、 、、
祝

語
祝

語
祝

語
祝

語
    

そ
れ
ぞ
れ

の
役

に
つ
い
て
お
ら
れ
る
和
尚
様
か
ら

の
お

祝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
す
。

 

 一一 一一
、、 、、
回

向
回

向
回

向
回

向
・・ ・・ 普

同
三

拝
普

同
三

拝
普

同
三

拝
普

同
三

拝
    

一一 一一
、、 、、
祝

拝
祝

拝
祝

拝
祝

拝
    

法
要

を
無

事
務
め
ら
れ
た

、
お

祝
の

礼
拝
で
す
。
皆
様
も

御
一

緒
に
手

を
合
わ
せ
て

礼
拝

を
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

    第
廿

九
世

徳
峯

寛
量

大
和

尚
第

廿
九

世
徳

峯
寛

量
大

和
尚

第
廿

九
世

徳
峯

寛
量

大
和

尚
第

廿
九

世
徳

峯
寛

量
大

和
尚

    本
然

清
浄

忌
献

供
諷

経
本

然
清

浄
忌

献
供

諷
経

本
然

清
浄

忌
献

供
諷

経
本

然
清

浄
忌

献
供

諷
経

    

 
貞
昌

院
二

十
九
世
重
興

徳
峯
寛
量

大
和
尚

の
 

本
然
清
浄
忌

（
三

十
三

回
忌

） 

の
法

要
で
す
。

 

 
導

師
を

大
本

山
總

持
寺

 

副
監

院
、
泉
区

・
永

明
寺

住
職

 

石
田

征
史

大
方

丈
が
お
つ
と
め

 

に
な

り
ま
す
。

 

  檀
信

徒
総

回
向

檀
信

徒
総

回
向

檀
信

徒
総

回
向

檀
信

徒
総

回
向

 
 

 

新
命
和
尚
導

師
に
よ
る

、
 

歴
代

住
職

を
さ
さ
え

、
貞
昌

院
を

 

代
々
護
って
こ
ら
れ
た

檀
信
徒
各
家

 

の
御
先

祖
様

を
ご

供
養
す
る

法
要
で
す
。

 

 
皆
々
様

に
お
か
れ
ま

し
て
も

、
ど
う
ぞ

 

お
詣

り
御

焼
香

下
さ
い
。

 

   
 
以

上
で

法
要
は
終

了
と
な

り
ま
す
。

 

 
 

御
帰

り
の
際

、
受
付
で
お
弁
当

を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

 

⑧ 



                                                   

⑨ 



 
 
 
貞

昌
院

二
十

九
世

 
徳

峯
寛

量
（

亀
野

寛
量

）
大

和
尚

略
歴

 

      

 
誕

 
 

辰
 

 
 

明
治

三
十

三
年

九
月

二
十

二
日

生
 

得
 

 
度

 
 

 
大

正
二

年
四

月
八

日
 

大
正

九
年

 
 

 
神

奈
川

県
師

範
学

校
本

科
卒

業
 

大
正

九
年

 
 

 
尋

常
高

等
戸

塚
小

学
校

勤
務

 

大
正

十
年

 
 

 
戸

塚
町

立
実

業
補

修
学

校
助

教
諭

 

昭
和

二
年

 
 

 
神

奈
川

県
師

範
学

校
専

攻
科

修
了

 

昭
和

二
年

 
 

 
戸

塚
町

立
青

年
訓

練
所

指
導

員
 

昭
和

三
年

 
 

 
戸

塚
実

業
高

等
女

学
校

助
教

諭
 

昭
和

三
年

 
 

 
大

礼
記

念
章

 

昭
和

九
年

 
 

 
永

野
尋

常
高

等
小

学
校

校
長

兼
訓

導
 

昭
和

十
四

年
 

 
貞

昌
院

第
廿

九
世

住
職

就
任

 

昭
和

十
五

年
 

 
紀

元
二

千
六

百
年

祝
典

記
念

章
 

昭
和

十
六

年
 

 
永

野
国

民
学

校
校

長
（

校
名

変
更

）
 

 
 

 
 

 
 

 
永

野
小

学
校

 
第

七
代

校
長

 

昭
和

十
八

年
 

 
叙

従
七

位
 

昭
和

二
十

六
年

 
永

野
小

学
校

退
任

 

昭
和

三
十

五
年

 
結

制
 

遷
 

 
化

 
 

 
昭

和
五

十
八

年
十

二
月

二
十

七
日

 
 

 角
塔

婆
と

結
縁

紐
に

つ
い

て
 

 
本

堂
前

の
角

塔
婆

は
、

晋
山

結
制

に
鑑

み
、

先
々

代
住

職
の

三
十

三
回

忌
の

供
養

と
、

そ
し

て
晋

山
結

制
に

あ
た

る
心

構
え

と
積

功
累

徳
仏

法
が

永
遠

の
も

の
で

あ
る

よ
う

に
と

い
う

誓
願

の
意

味
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
角

塔
婆

は
本

堂
に

安
置

さ
れ

て
い
る

本
尊

釈
迦

牟
尼

仏
の

右
手

と
五

色
の

結
縁

け
ち
え
ん紐 ひ

もで
結

ば
れ

、
角

塔
婆

を
触

る
こ
と

で
お

釈
迦

様
の

ご
縁

が
直

接
繋

が
り

ま
す
。

 
  

大
圓

鏡
智

 
恭

惟
茲

勤
修

晋
山

結
制

 
奉

為
當

山
廿

九
世

重
興

徳
峯

寛
量

大
和

尚
本

然
清

浄
忌

報
恩

高
顕

 

 
先

々
代

住
職

重
興

徳
峯

寛
量

大
和

尚
三

十
三

回
忌

に
因

み
報

恩
の

為
に

晋
山

結
制

を
勤

め
ま

す
 

 
平

等
性

智
 

経
曰

 
無

垢
清

浄
光

 
慧

日
破

諸
闇

 
能

伏
災

風
火

 
普

明
照

世
間

 

 
観

音
経

い
わ

く
、

仏
さ

ま
の

曇
り

な
き

清
浄

の
光

は
 

諸
々

の
闇

を
破

り
 

こ
と

ご
と

く
災

い
の

風
火

を
伏

し
て

 
普

く
明

ら
か

に
世

間
を

照
ら

す
 

 

 
妙

観
察

智
 

維
時

 
平

成
廿

八
年

三
月

廿
六

日
 

天
神

山
貞

昌
院

卅
一

世
源

空
哲

也
恭

敬
謹

誌
 

 
 
貞

昌
院

三
十

一
世

哲
也

新
命

住
職

は
晋

山
式

を
勤

め
る

に
あ

た
り

、
誓

願
を

も
っ

て
謹

ん
で

服
し

て
参

り
ま

す
 

 
成

所
作

智
 

銘
伝

 
天

神
山

上
瑞

雲
新

 
鈯

斧
拈

来
孝

順
人

 
九

旬
安

居
賢

衆
會

 
無

底
笈

中
不

容
塵

 

 
 

天
神

山
上

 
瑞

雲
新

た
な

り
 

般
若

の
智

剣
を

携
え

孝
順

の
人

が
や

っ
て

来
て

賢
衆

に
よ

っ
て

結
制

修
行

が
厳

修
さ

れ
た

。
底

の
な

い
籠

に
は

塵
が

容
る

事
が

な
い

 

昭和 36 年 4 月 9 日撮影 

⑩ 
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